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107 → 28.4
BUN mg/dL · 8.3 → 

10.11

2.4 → 1.0
Creatinine mg/dL · 

同期間

4か所
検査機関

13枚
検査・診療記録の原本

ATTACHMENT  ·  添付資料

テディ（Teddy）腎臓疾患の検査・診療記録
ヨークシャー・テリア Teddyの2023年7~10⽉の検査・診療記録13枚 ̶ ⽶国 → マル動物病院 → 

⼤学動物病院

01   検査値の推移

BUN（⾎中尿素窒素）

Creatinine（クレアチニン）

○印は⾎液検査⽇誌にのみ記録された値（10.04 ヘマル動物病院、検査票なし）です。基準範囲は機関ごとに異なります。
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患者
Teddy · ⽝（ヨークシャー・テリア） · 去勢オス · 

2010年9⽉1⽇⽣まれ（2023年当時13歳）

期間 2023年7⽉18⽇ ~ 10⽉11⽇（検査・診療記録13枚）

機関

⽶国 ANTECH（Veterinary Care of Bedford） · 

マル動物病院（NEODINに検査を依頼） · 建国⼤学付属動物病院 · 

ソウル⼤学動物病院

診断（建国⼤学の所⾒書） 重度の全⾝性⾼⾎圧、慢性腎臓病（CKD）IRISステージ2/4、胆⽯

⽶国のかかりつけ動物病院の
診断（飼い主の説明）

慢性腎不全、肝硬変［腹⽔］ · 診断書なし

⽇付 機関 BUN Creatinine 備考

2023.07.18 ⽶国 ANTECH 62 1.9 韓国⼊国前

2023.08.03 ⽶国 ANTECH 107 2.4
8.29 仁川空港到着、8.30 

マル動物病院到着（⽇誌）

2023.08.30
NEODIN動物検査機関（マル動物病

院が依頼、治療開始⽇）
77.2 2.0 体重6kg、BCS 4/9

2023.09.01 建国⼤学動物病院 65 2.3 ⾼⾎圧・CKD 2/4・胆⽯と診断

2023.09.07 建国⼤学動物病院 35 1.7

2023.10.04 ヘマル動物病院 51.7 1.80 ⽇誌にのみ記録（検査票なし）

2023.10.05 ソウル⼤学動物病院 51.7 1.99 体重5.30kg、BCS 4/9

2023.10.11 NEODIN（マル動物病院が依頼） 28.4 1.0 体重5.2kg、BCS 1/9

2023.12.30 飼い主の説明（検査票なし） ‒ ‒
この頃60~70%改善、⾃宅での治療を継

続

資料の⾒⽅

・単位はmg/dLです。基準範囲は機関ごとに異なります（例：NEODINの基準 BUN 8~26、Creatinine 0.5~1.3）。

・⾎液検査⽇誌の最後の⽇付（10/16）は結果メールを受け取った⽇で、採⾎⽇は10⽉11⽇です。

・⽇誌の⼀番下には「管理⼈の事情により治療中⽌とする」と書かれています。

・同じ期間に、⼤学動物病院による内服薬・⽪下補液の処⽅も並⾏して⾏われました。

・検査票の写真は原本をそのまま掲載しました。

02   患者・診療の概要

03   ⽇付別の検査値
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① ⾎液検査⽇誌（2023.07.18 ~ 10.16）
⽇付別のBUN・Creatinine・ALT・AST・ALPの値と検査機関を1

枚にまとめた印刷物

② 2023.07.18 · ⽶国 ANTECH
⼊国前の検査。BUN 62、Creatinine 1.9（いずれもHIGH）

③ 2023.08.03 · ⽶国 ANTECH
BUN 107、Creatinine 2.4（いずれもHIGH）。8.29 

仁川空港到着、8.30 マル動物病院到着（⽇誌）

④ 2023.08.30 · NEODIN（マル動物病院が依頼）
到着当⽇に依頼。BUN 77.2、Creatinine 2.0、ALT 156、ALP 

1045 (H)。体重6kg、BCS 4/9

04   検査・診療記録の原本13枚
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⑤ 2023.09.01 · 建国⼤学 診療所⾒書 1/2
救急集中治療科。収縮期⾎圧180mmHg超、SDMA 

28・Creatinine 2.3・BUN 65・リン 

8.2の上昇、タンパク尿（UPC 

5.4超）。診断：重度の全⾝性⾼⾎圧、慢性腎臓病 

IRISステージ2/4、胆⽯

⑥ 建国⼤学 診療所⾒書 2/2 · 処⽅内容
腹部超⾳波：肝臓の腫瘤（30×30mm）、膵臓の結節（7×10m

m）、⼩さな脾臓結節が複数。処⽅：制吐剤・消化管保護剤・リ

ン吸着剤・腎臓補助剤・ACE阻害薬・クッシング治療薬・抗⽣剤

・⽪下補液

⑦ 2023.09.07 · 建国⼤学 診療内容
同院の再診時の⾎球検査（CBC）結果

⑧ 2023.09.07 · 建国⼤学 ⾎液検査
BUN 35（⾼値）、Creatinine 1.7（正常範囲）、SDMA 

22（⾼値）
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⑨ 2023.10.05 · ソウル⼤学 Laboratory Result
救急科の初診。BUN 51.7、Creatinine 1.99、ALT 110、ALP 

598（⾼値）

⑩ 2023.10.05 · ソウル⼤学 診療記録（SOAP）
主訴：肝数値の上昇。帰国後に嘔吐・⾷欲不振・元気の低下があ

ったが80~90%回復、排便・排尿は良好、散歩可能。内服薬・⽪

下補液の管理でBUN 

50程度まで低下、肝数値は⾼値。体重5.30kg、BCS 4/9

⑪ 2023.10.05 · ソウル⼤学 画像所⾒
X線：肝腫⼤、肝臓後⽅の円形の軟部組織構造物（42×40mm）

。腹部超⾳波：肝臓左葉の腫瘤（細胞診・組織検査を推奨）、両

側の腎⽪質のエコー輝度上昇

⑫ 2023.10.11 採⾎ · NEODIN 1/2
報告 10.12、結果メール 10.16。BUN 28.4（基準 

8~26）、Creatinine 1.0（正常）、総タンパク 5.2・アルブミン 

2.8(L)。体重5.2kg、BCS 1/9
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⑬ 2023.10.11 採⾎ · NEODIN 2/2
AST 23（正常）、ALT 99、ALP 554 (H)

項⽬ 単位 2023.08.30 治療開始 2023.10.11 最終検査 変化

BUN mg/dL 77.2 28.4 −48.8 (−63%)

Creatinine mg/dL 2.0 1.0 −1.0 (−50%)

AST (GOT) U/L 39 23 −16 (−41%)

ALT (GPT) U/L 156 99 −57 (−37%)

ALP U/L 1045 554 −491 (−47%)

2回とも、マル動物病院が依頼したNEODIN検査です。数値は検査票（④・⑫・⑬）に印字されたとおりです。項⽬は検査

票に⾚線で⽰されたものです。

05   治療開始時と最終検査の⽐較 ̶ NEODIN 2023.08.30 → 10.11
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26年
動物診断検査の実績（199

7~2023）

政府指定
動物⽤医療機器の臨床試

験実施機関（2020）

65億ウォン
柳韓洋⾏からの投資（202

1）

70種以上
ペット感染症のリアルタ

イムPCR検査

年 内容

1997 動物専⾨の診断検査機関として開設

2020 韓国農林畜産検疫本部より動物⽤医療機器の臨床試験実施機関に指定

2021 柳韓洋⾏から投資を誘致（約65億ウォン）

2021 ペット感染症のリアルタイムPCR検査を70種以上導⼊、⽶国VDI Labとの提携検査を導⼊

2022 i-SENS（アイセンス）と動物診断の業務協約を締結

̶ 学術部が獣医専⾨誌（DailyVet）にペットの病原体検出状況などの学術資料を寄稿

出典：デイリー開院（2021.2.10）、イーデイリー（2022.12.11）、韓国経済新聞（2022.4.14）、デイリーベット。年と

内容は各報道に基づきます。

06   検査機関 NEODIN BioVet ̶ 検査当時（2023年）基準

NEODIN BioVet（ネオディン・バイオベット）は1997年に開設された動物専⾨の診断検査機関です。テディの⾎

液検査（2023年8⽉・10⽉）を担当し、それまでに積み重ねた実績と認定は以下のとおりです。
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患者 Teddy · ⽝（ヨークシャー・テリア） · 去勢オス · 2023年当時13歳

マル動物病院への来院 2023年8⽉30⽇

施術 ⾦⽷（⾦埋線）の挿⼊と⽣命エネルギー（Life Energy）ケア

関連する検査記録
「テディ 腎臓疾患の検査・診療記録」 ̶ ⽶国 ANTECH · NEODIN · 建国⼤学 · 

ソウル⼤学動物病院の検査票

治療経過

⽶国ニューヨークに住むTeddy（ヨークシャー・テリア、13歳、オス）は、2023年8⽉3⽇、⽶国のかかりつけ動物

病院で慢性腎不全（BUN 107、Creatinine 

2.4）により不治との診断を受けました。ニューヨークの⼤型動物病院7か所でも諦めるようにとの所⾒を受けた後

、済州島に住む弟妹から⾃⼰免疫疾患専⾨のソウルのマル動物病院を紹介され、8⽉29⽇に飼い主とともに仁川空

港から⼊国しました。
 

約5~6か⽉の治療期間中に、腎臓と肝硬変（腹⽔）が約50~60%回復しました。複数の治療⽅法のうち、⾦⽷に⽣

命エネルギー（Life 

Energy）を適⽤して肝臓・腎臓部位に設置する施術を⾏い、回復の検査は建国⼤学・ソウル⼤学の獣医科⼤学付属

動物病院で受けました。

マル動物病院の説明

・Teddyは2023年8⽉3⽇の⽶国での検査でBUN 107、Creatinine 

2.4の結果が出た後、韓国に来ました。マル動物病院は肝臓・腎臓部位に⾦⽷（⾦埋線）を挿⼊し、⽣命エネルギーケアを

併せて⾏いました。その後の検査は建国⼤学・ソウル⼤学動物病院で受けました。

・同じ期間に、⼤学動物病院による内服薬・⽪下補液の処⽅も並⾏して⾏われました。

ATTACHMENT  ·  添付資料

テディ（Teddy）の⾦⽷施術とX線写真
マル動物病院での⾦⽷（⾦埋線）施術の様⼦と2023年10⽉のX線写真

01   症例の概要
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⾦⽷⼊り使い捨て管針 ① · 背部
背部の⽪膚に、⾦⽷の⼊った使い捨て管針を刺した様⼦

⾦⽷⼊り使い捨て管針 ② · 背部~脇腹
背中から脇腹にかけて使い捨て管針を刺した様⼦

・⾚い円は⾦⽷を埋め込んだ箇所を⽰しています。

・X線の読影所⾒はこの資料にありません。

02   ⾦⽷挿⼊の様⼦

03   X線写真（2023年10⽉）

マル動物病院のPACS画⾯に表⽰した腹部側⾯のX線画像を、携帯電話で撮影した写真です。画⾯右上に「マル動物病院」と「2023-10

-1…」の⽇付が⾒えます。
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2.80 → 3.08
テロメア⻑ kb（1回⽬ → 

2回⽬）

+0.28 kb
約10%増加

35⽇
検査間隔

8.7 ~ 8.19
テロメアケア期間

対象 パンイ · ⽝ · オス · 11歳（報告書の記載）

検査 PetAge360 テロメア分析（⼝腔スワブ採取、qPCR） · 依頼機関 マル動物病院

検査⽇ 1回⽬ 2026年8⽉18⽇ · 2回⽬ 2026年9⽉22⽇（35⽇間隔）

ケア期間 2026年8⽉7⽇ ~ 19⽇（マル動物病院の説明）

項⽬ 1回⽬（2026.08.18） 2回⽬（2026.09.22） 変化

テロメア⻑ 2.80 kb 3.08 kb +0.28 kb（約10%増加）

資料の⾒⽅

・数値は2つの報告書に印刷された値をそのまま転記しました。報告書表紙の飼い主の⽒名は伏せました。

・1回⽬の検査⽇（8⽉18⽇）はケア期間（8⽉7⽇~19⽇）中で、2回⽬の検査はケア終了から約5週間後です。

ATTACHMENT  ·  添付資料

パンイ テロメア検査2回の⽐較
11歳の⽝パンイのPetAge360分析結果報告書 2回分（2026年8⽉ · 9⽉、マル動物病院が依頼）

01   2回の検査結果の⽐較
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マル動物病院の説明

マル動物病院の説明によると、パンイは⽩内障で前がよく⾒えず、事故が多かったとのことです。2026年8⽉7⽇~19⽇の

テロメアケアの後、⽚⽅の⽬の視⼒が回復し、もう⽚⽅の⽬もケアを続けているとのことです。眼科検査の記録はこの資

料にありません。

パンイ ① · 2026年8⽉7⽇
パンイ ② · 2026年8⽉19⽇

1回⽬の報告書 表紙
ペット名 パンイ · 依頼機関 マル動物病院

2回⽬の報告書 表紙
ペット名 パンイ · 依頼機関 マル動物病院

02   ⽬の写真とマル動物病院の説明

03   PetAge360 報告書の原本
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1回⽬の報告書 2ページ · 2026.08.18
測定テロメア⻑ 2.80 kb、等級「⾮常に短い」

2回⽬の報告書 2ページ · 2026.09.22
測定テロメア⻑ 3.08 kb、等級「⾮常に短い」
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3種類
検査項⽬

無採⾎ · 無⿇酔
⼝腔スワブによる⾮侵襲

的採取

6段階
依頼書の記⼊ → 

宅配便で発送

常温
保管・発送

製品 PetAge360® コンパニオンアニマル向け個別化総合 Health Check

製造・販売 DNAGENICS

検査項⽬ テロメア（⽼化速度） · ⼝腔マイクロバイオーム · 腫瘍遺伝⼦

検体 ⼝腔スワブで⻭ぐきの内側をこすって採取（採⾎・⿇酔なし）

キット構成
案内リーフレット · DNA EVER MICROBIの箱 · 

スワブ/保存液チューブ

検体採取チューブ
⼝腔スワブと保存液チューブ

ATTACHMENT  ·  添付資料

動物検査キット PetAge360
採⾎・⿇酔なしで⼝腔スワブにより採取する、コンパニオンアニマル向け個別化総合 Health Check

01   キット構成
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STEP 1

検査依頼書に記⼊します。

STEP 2

スワブで⽝⻭の内側の⻭ぐきまで

こすり、検体（唾液）を付着させ

ます。

STEP 3

スワブを保存液チューブに⼊れ、

中間の継ぎ⽬を折って切り離しま

す。

STEP 4

保存液チューブと依頼書にバーコ

ードシールを貼ります。

STEP 5

付属の箱に依頼書と保存液チュー

ブを⼊れます。

STEP 6

キット側⾯の住所宛てに宅配便で

発送します。

採取前後の確認

・採取の30分前から⾷べ物を与えないようにします。

・採取の10分前から⽔を飲ませないようにします。

・採取後はすぐに発送し、常温で保管します。

・保存液チューブがしっかり閉まっているか確認します。

・保存液を⼝にしないよう注意します。

02   検査⼿順（案内リーフレットに基づく）

03   検体採取時の注意事項
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2.80 → 3.20
サランイ テロメア kb · 

約14%増加

1.20 → 2.50
ルビ テロメア kb · 

約2.1倍

84⽇
検査間隔（7.20 → 

10.12）

2匹とも
2回⽬の検査で伸⻑

対象 サランイ · ⽝ · メス · 12歳 / ルビ · ⽝ · メス · 14歳（報告書の記載）

検査 PetAge360 テロメア分析（⼝腔スワブ採取、RQ-PCR） · 依頼機関 マル動物病院

検査⽇ 1回⽬ 2026年7⽉20⽇ · 2回⽬ 2026年10⽉12⽇（84⽇間隔）

⽝ 年齢
1回⽬

2026.07.20
2回⽬

2026.10.12
変化

サランイ 12歳 2.80 kb 3.20 kb +0.40 kb（約14%増加）

ルビ 14歳 1.20 kb 2.50 kb +1.30 kb（約108%増加）

資料の⾒⽅

・数値は4つの報告書に印刷された値をそのまま転記しました。

・報告書の等級区間（同⼀体重・年齢群の基準）：⾮常に短い 3.80未満 · 短い 3.81~5.00 · 普通 5.01~5.40 · ⻑い 

5.41~6.50 · ⾮常に⻑い 6.51以上。

・2匹ともテロメアは⻑くなりましたが、2回⽬の検査の等級はまだ「⾮常に短い」です。

ATTACHMENT  ·  添付資料

サランイ・ルビ テロメア検査2回の⽐較
⾼齢⽝サランイ（12歳）・ルビ（14歳）のPetAge360分析結果報告書 2回分（2026年7⽉ · 

10⽉、マル動物病院が依頼）

01   2回の検査結果の⽐較
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⽝ 年齢 1回⽬ → 2回⽬の検査⽇ テロメア（kb） 変化 資料

パンイ 11歳 2026.08.18 → 09.22 2.80 → 3.08 +0.28（約10%） 添付資料 03

サランイ 12歳 2026.07.20 → 10.12 2.80 → 3.20 +0.40（約14%） 本資料

ルビ 14歳 2026.07.20 → 10.12 1.20 → 2.50 +1.30（約108%） 本資料

3匹とも、マル動物病院が依頼した同じPetAge360検査で、2回⽬の検査ではいずれもテロメアが⻑くなりました。

サランイ · 報告書の表紙
ペット名 サランイ · 依頼機関 

マル動物病院

サランイ · 報告書の写真
ルビ · 報告書の表紙
ペット名 ルビ · 依頼機関 

マル動物病院

ルビ · 報告書の写真

02   マル動物病院 テロメア再検査3件の⼀覧

03   ⽝の写真と報告書の表紙
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1回⽬の報告書 · 2026.07.20
測定テロメア⻑ 2.80 kb、等級「⾮常に短い」

2回⽬の報告書 · 2026.10.12
測定テロメア⻑ 3.20 kb、等級「⾮常に短い」

1回⽬の報告書 · 2026.07.20
測定テロメア⻑ 1.20 kb、等級「⾮常に短い」

2回⽬の報告書 · 2026.10.12
測定テロメア⻑ 2.50 kb、等級「⾮常に短い」

04   サランイ ̶ 報告書の原本（1回⽬ · 2回⽬）

05   ルビ ̶ 報告書の原本（1回⽬ · 2回⽬）
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報告書に印刷された総合所⾒

・総合健康スコアは65点（注意）と評価され、現在の健康状態は注意段階に該当します。

・テロメア⻑は同⼀体重・年齢群の基準で2.80と平均より短く、管理が必要な段階です。

・⽣体年齢は実年齢より⾼く、⽼化速度は1.13倍と平均より速いため、⽼化管理が必要な状態と判断されます。

・バランスの取れた⾷事、適度な運動および体重管理によって⽼化速度を下げ、6か⽉後の再検査による変化の追跡を推

奨します。

06   参考 · サランイ 1回⽬の精密報告書（2026.07.20）

1回⽬の検査時には、17枚の精密報告書も併せて発⾏されました。そのうち総合結果のページと、報告書に印刷さ

れた総合所⾒です。

総合65点（注意） · テロメア 2.80 T/S · ⽣体年齢13.5歳 · ⽼化速度1.13
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3件
腰椎神経損傷の症例

5~11⽇
治療⽇ → 改善確認

2015~2016
パンフレット掲載期間

症例 内容（パンフレットの⽂⾔） 治療⽇ 改善確認⽇ 経過

1
交通事故による腰椎4~5番の脊椎神経切断 

回復事例
2015.09.03 2015.09.14 11⽇⽬

2 腰椎6~7番の椎間板ヘルニアによる神経⿇痺 2016.11.11 2016.11.16 5⽇⽬

3 腰椎3、4番の狭窄症 治療事例（椎間板ヘルニア） 2016.12.22 2016.12.29 7⽇⽬

治療前（BEFORE）
治療⽇ 2015.09.03

治療後（AFTER）
改善確認 2015.09.14 · 11⽇⽬

ATTACHMENT  ·  添付資料

脊椎神経損傷からの回復症例
マル動物病院の案内パンフレットに掲載された「治療後の神経回復事例」3件（2015~2016年）

01   治療⽇から改善確認までの⽇数

02   症例1 · 交通事故による腰椎4~5番の脊椎神経切断
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治療前（BEFORE）
治療⽇ 2016.11.11

治療後（AFTER）
改善確認 2016.11.16 · 5⽇⽬

治療前（BEFORE）
治療⽇ 2016.12.22

治療後（AFTER）
改善確認 2016.12.29 · 7⽇⽬

症例のタイトルと⽇付はパンフレットに印刷された⽂⾔のままで、写真は同じページから切り出しました。

03   症例2 · 腰椎6~7番の椎間板ヘルニアによる神経⿇痺

04   症例3 · 腰椎3、4番の狭窄症（椎間板ヘルニア）
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マル動物病院 添付資料  ·  1

約10週
1回⽬ → 2回⽬の撮影

⾻の切削なし
⾦属固定なしで治療（マル動物病院

）

400~500万ウォン
他の動物病院が提⽰した⼿術費⽤

1回⽬の撮影 · 2012.05.24
⽚側の⼤腿⾻頭（太ももの⾻の先端）が、⾻盤の関節のくぼみ（

寛⾻⾅）から外れています。

2回⽬の撮影 · 2012.08.04（マル動物病院での治療後）
両側の⼤腿⾻頭が関節のくぼみ（寛⾻⾅）側に収まっています。

ATTACHMENT  ·  添付資料

猫の交通事故からの回復症例
⾻盤・股関節を負傷した猫の治療前後のX線写真（2012年）

01   治療前後のX線写真の⽐較
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他の動物病院を受診後 · 当時の院⻑の所⾒

・右脚は⾻を削って⾻盤に合わせ、左脚は⾦属を⼊れて

固定する⼿術が必要だとのことでした。

・費⽤は400~500万ウォンで、予後については責任を負

えないとのことでした。

・そのままにすると炎症に耐えられず、治っても⽴てな

くなり、排せつの世話が必要になるとのことでした。

マル動物病院での治療後

・右脚は⾻を削らず、マル動物病院の特殊処⽅により⾻

髄液が数⼗倍分泌され、⾻盤部分に関節が形成されまし

た。

・左脚は⾦属を⼊れず、離れた部分に塊が形成された後

に固定されました。

・その後の飼い主からの便りによると、予後は良好で炎

症や後遺症はなく、元気に⾛り、排せつも⾃分でできて

います。

事故⽇ 2012年5⽉14⽇未明（交通事故）

撮影⽇ 1回⽬ 2012年5⽉24⽇ · 2回⽬ 2012年8⽉4⽇

資料の出典 マル動物病院 症例発表資料（PPT）2~4ページ

事業計画書の関連項⽬ 6.2 · 6.3 A

・⾚い円は負傷部位です。1回⽬の写真は外れて折れた⾻、2回⽬の写真は同じ部位が再びつながった様⼦です。

・X線写真と説明⽂は、マル動物病院の症例発表資料（PPT）から転載しました。

02   症例情報
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番号 疾患 簡単な説明

1 ⾃閉症 社会的なコミュニケーションが難しく、⾏動や関⼼が反復する発達障害

2 チック障害 意図せず同じ動きや声を繰り返す障害

3 ヒステリー ⼼理的ストレスが⿇痺・けいれんなどの⾝体症状として現れる障害

4 トラウマ ⼤きな事故・衝撃の後、不安・悪夢・フラッシュバックが続く状態

5 パニック障害 突然の強い不安と動悸・息苦しさが繰り返される障害

6 統合失調症 幻覚・妄想や思考の混乱が現れる精神疾患

7 双極性障害（躁うつ病） 気分が⾼揚する時期と落ち込む時期が交互に現れる気分障害

8 てんかん 脳の異常な電気信号により発作が繰り返される脳疾患

9 うつ病 憂うつな気分と意欲の低下が⻑く続く精神疾患

10 ADHD 不注意・多動性・衝動性が⾒られる発達障害

番号 疾患 簡単な説明

1 ループス 免疫が⽪膚・関節・腎臓など全⾝の臓器を攻撃する炎症性疾患

2 ベーチェット病 ⼝腔・陰部の潰瘍と⽬・⽪膚の炎症を繰り返す⾎管の炎症性疾患

3 ウィルソン病 銅が体外に排出されず肝臓・脳に蓄積する遺伝性疾患

4 クローン病 ⼝から肛⾨まで消化管のどこにでも⽣じる慢性炎症性疾患

5 関節リウマチ 免疫が関節を攻撃し、腫れ・痛み・変形を起こす慢性疾患

6 強直性脊椎炎 脊椎と⾻盤の関節に炎症が起こり、次第に硬くなる慢性疾患

7 シェーグレン症候群 涙腺・唾液腺が攻撃され、⽬と⼝が乾く疾患

8 乾癬 & ⽩斑 乾癬は⾚くかさついた斑点が⽣じ、⽩斑は⽪膚の⾊が抜ける疾患

9 橋本病（慢性甲状腺炎） 免疫が甲状腺を攻撃し、主に甲状腺機能が低下する疾患

10 ⽪膚炎、クッシング ⽪膚炎は⽪膚のかゆみ・炎症、クッシングはコルチゾール過剰の疾患

疾患名と順序はマル動物病院の⼀覧に従い、説明は各疾患の⼀般的な医学的意味です。

ATTACHMENT  ·  添付資料

治療疾患⼀覧
マル動物病院の治療対象疾患 ̶ 精神疾患10種 · ⾃⼰免疫疾患10種

01   精神疾患

02   ⾃⼰免疫疾患
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5本
YouTube動画

2020~2024
投稿期間

1か所
NAVERカフェ「テロメア LAB」

番号 タイトル（チャンネル） 投稿⽇ · ⻑さ 主な内容 リンク

①
⾃然医学によるペットの治療
ワルペットTV（Walpet TV）

2021.05.25

12:02

孫ファソプ院⻑が出演したペット治療の

紹介。4歳のマルチーズ、腰椎椎間板ヘル

ニア、2015年3⽉に交通事故に遭った遺

棄⽝の説明

youtu.be/

VSEiEb2OvXE

②
pet treatment video
孫ファソプ

2020.05.09

10:25

動物治療の場⾯集。2015年9⽉3⽇の来院

説明画⾯（「脊椎神経損傷からの回復症

例」症例1と同じ⽇付）

youtu.be/

3_vdsKUp8es

③
マル動物病院 ‒ 
孫ファソプ院⻑インタビュー
lifewave-stars on group

2022.11.12

約9:24

猫2匹の⼊院症例を院⻑が説明するインタ

ビュー

youtu.be/

jGyF6EfPqWU

④
マル動物病院 20200128
孫ファソプ

2022.02.25

19:28

病院紹介映像。後半に乳⽜の受精卵移植

・⽝の⼈⼯授精に関する放送内容

youtu.be/

AuWguiRiWCQ

⑤
孫ファソプ院⻑ 
乳⽜の受精卵移植 MBC放送
マル動物病院

2024.08.09

7:25

韓⽜が乳⽜の⼦⽜を出産した受精卵移植

と、⽝の⼈⼯授精の放送

youtu.be/

42wxhPDJjFM

NAVERカフェ「テロメア LAB」  cafe.naver.com/telomerelab

マル動物病院のパンフレット（⽀部募集案内のページ）に印刷されたカフェのアドレスです。「脊椎神経損傷からの回復

症例」症例1の「カフェ動画参照」は、このカフェを指しています。

・投稿⽇はYouTubeにアップロードされた⽇付で、放送⽇・撮影⽇とは異なる場合があります。

・リンクの先頭に https:// を付けると開けます。

ATTACHMENT  ·  添付資料

映像資料⼀覧
孫ファソプ院⻑出演・マル動物病院の映像5本（YouTube）とNAVERカフェ
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10種
検査商品

12万〜50万
消費者価格（ウォン）・V

AT別

3分野
先天的遺伝⼦ · 

エピジェネティクス · 

微⽣物

3種
ペット検査（マル動物病

院）

区分 検査名 検査項⽬ 検体
消費者価格
（ウォン）

先天的遺伝
⼦

TUMORCLEAN BASIC
がん遺伝⼦変異検査

胃がん・肺がん・⼤腸がん・肝がん・甲状腺がん・

頭頸部がん・膵がん・⽩⾎病・膀胱がん・⼼⾎管疾
患

男性11種（前⽴腺がんを含む） · 

⼥性13種（乳がん・卵巣がん・⼦宮がんを含む）

⾎液・唾液 250,000

慢性疾患遺伝⼦検査
10種

⾎糖・⾎圧・コレステロール・アルツハイマー・肝

疾患・⾻粗しょう症・リウマチ・アトピー・冠動脈
・脳卒中

⾎液・唾液 200,000

APOE
認知症リスク遺伝⼦

アルツハイマー（⽼⼈性認知症） ⾎液・唾液 120,000

エピジェネ
ティクス

テロメア
細胞の健康状態

テロメア検査 · 細胞の健康および⽼化状態の検査 ⾎液・唾液 300,000

TUMORCLEAN 
SIGNATURE
がん遺伝⼦変異 + メチル化

BASICと同じがん項⽬
男性12種（前⽴腺がんを含む） · 

⼥性14種（乳がん・卵巣がん・⼦宮がんを含む）

⾎液・唾液 400,000

TUMORCLEAN TRINITY
がん細胞の遺伝⼦発現検査

MAGE · GAGE · PRAME RNA専⽤容器 500,000

Neuro Code
脳の健康（遺伝⼦・エピジェ

ネティクス）

パーキンソン病 · 認知症 · レビー⼩体型認知症 · 
脳卒中

⾎液・唾液 380,000

微⽣物

PerioBi
⼝腔内微⽣物

⼝腔マイクロバイオーム 唾液 150,000

MicrobiBI
腸内微⽣物

腸内マイクロバイオーム 糞便 200,000

Vaginabi
膣内微⽣物

膣マイクロバイオーム 膣スワブ 記載なし

ATTACHMENT  ·  添付資料

DNA EVER 検査商品と費⽤
DNA EVERの遺伝⼦・⽼化・微⽣物検査10種 ̶ 検査項⽬・検体・消費者価格（VAT別）

01   検査商品10種と消費者価格
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資料の⾒⽅

・価格はDNA EVER「検査商品案内」印刷物の消費者価格で、付加価値税（VAT）は別途です。Vaginabiは案内物に価格

が記載されていません。

・検体の⾎液は、EDTA採⾎管に採取した⾎液です。TRINITYはRNA専⽤容器を使⽤します。

参考 · DNA EVERウェブサイト

・DNA EVERウェブサイトの遺伝⼦検査サービス：TumorClean（がん検査） · TeloGuard（⽼化分析） · 

NeuroCode（脳の健康） · TumorClean Trinity（がん分析） · PerioBI（⼝腔の健康） · MicrobiBI（腸の健康） · 

AtoClear（⽪膚分析）。

・ペットのテロメア報告書の表紙にも「TELOGUARD PetAge360」が併せて印刷されています（添付資料 03 · 05）。

02   消費者価格の⼀覧

紺：先天的遺伝⼦ · ⻘緑：エピジェネティクス · 薄い紺：微⽣物（Vaginabiは価格の記載なし）
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テロメア検査
PetAge360®

⼝腔マイクロバイオーム検査
MOTHERPET®

腫瘍遺伝⼦検査
PetOncoGuard®

検査 検体 · ⽅法 主な内容 リスク表⽰

テロメア検査
PetAge360®

⼝腔細胞をスワブで採取 → 

⾼純度DNA精製 → 

テロメア⻑の測定

テロメア平均⻑ · ⽼化速度指数 · 

テロメア年齢。早期⽼化の確認と⽣活

習慣の管理

⻑さ5区間（⾮常に短

い ~ ⾮常に⻑い）

⼝腔マイクロバイオーム検
査
MOTHERPET®

⾮侵襲的な⼝腔スワブ

⻭周病・尿路疾患・糖尿病・関節疾患

・消化器疾患・⽪膚疾患・肥満・呼吸

器疾患・⼼臓疾患・脳疾患・肝疾患・

腎臓疾患・がんなどのリスク予測

4段階 · 良好 0~4.0 · 

要観察 4.1~6.0 · 

注意 6.1~8.0 · 警戒 

8.1以上

腫瘍遺伝⼦検査
PetOncoGuard®

⼝腔スワブ → DNA精製 → 

Realtime PCRで30遺伝⼦の変

異を分析

主な標的遺伝⼦ TP53 · KRAS · 

PIK3CA · APC · 

PTENなど。がん発⽣リスクの早期予

測

4段階 · 

同じスコア区間

3つの検査はいずれも5歳以上の中⾼齢ペットに推奨されています。内容は相談室のドアに貼られた案内⽂の⽂⾔を転記し

たもので、案内⽂には価格が記載されていません。

03   ペット検査3種 ̶ マル動物病院 相談室の案内⽂
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